
藤岡市議会議員 の

砂原だより
〇第３４区区民祭り
　10 月 23 日は伊勢島神社で立石新田の区民祭りで
した。 今年は藤岡中央高校の和太鼓部 「響」、 ラブ
サウンズのバンド演奏、 ぐんまちゃん登場で大いに盛
り上がりました。 当日はさわやかな秋晴れで、 まさに
お祭り日和の一日となりました。

↑藤岡中央高校和太鼓部 「響」
　前日は 「しらさぎの里」 の秋祭りに参加、 と連日
大忙しの 「響」 です。 １年生と２年生合わせて２２名
が演奏にきてくれました。 力強い太鼓だけでなく、 ぴ
たりと合った振りや、 篠笛などでも観客を魅了する素
晴らしいステージでした。 アンコールにまで応えてく
れるというサービス精神に感激です。

↑「ラブサウンズ」　→ぐんまちゃんも大人気でした！
　グループサウンズから昭和歌謡 ・ ロックンロールと
多彩な曲で楽しい演奏を披露した 「ラブサウンズ」。
風の中、 譜面が倒れるなどのハプニングもありました
が、 グッドミュージックを村中に響かせて午後のお祭
りを盛り上げました。
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〇都市計画審議会
　

〇交差点の凹凸が直りました。
　関越自動車道の西側の側道と国道１７号が交わる信
号の交差点は、 アスファルトが歪んで凹凸になってい
ました。 通行の支障となっているとの声があり、 土木
課へ連絡をしました。 市から国土交通省へつなげて
もらい、 無事に修復されました。

無料法律相談会のおしらせ
◎毎月第３水曜日　午後６時～

　日本共産党藤岡市委員会では無料の法律相談会を
開いています。 会場は藤岡のまちなかですが、 ぜひ
お気軽にご利用ください。 一度、 電話にてご予約お
ねがいしております。 相談は弁護士と中沢で責任を
もってお受けします。 連絡は↓まで！

日本共産党藤岡市委員会　0274-22-8619

中沢秀平 （日本共産党藤岡市議会議員）
                         立石新田 166-12 久米原住宅 2 号

Email:    shuhei430@outlook.jp
HP:         nakazawashuhei.net
FAX:       02046653381

(10 月 1 日現在）

中沢秀平

 （代表 : 小田）
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←10/12 撮影
でこぼこの道路。

↓10/24 撮影
キレイになりました。



〇新潟県知事選　野党共闘の米山氏が勝利！
　１０月１６日投票で行われた新潟県知事選では、 日本共産党も推薦をする米山隆一氏 （４９） が当選
を果しました。新潟県の柏崎には稼働停止中の原発があります。今回の選挙の争点は「原発の再稼働」で、
米山氏は再稼働反対を訴え、 県民の支持を広げました。 この結果は新潟県民の原発再稼働反対という
強い意思を示しています。 NHK の出口調査でも再稼働反対は実に７３％にのぼっています。
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中沢の主な活動 (１１月）

市政と日本の未来を語り合う集い

●１１月２０日 （日） １０時～
●緑町コミュニティセンター
　　　　　　　　（浅間神社隣）
●参加無料
どなたでも参加できます。
中沢の市政報告と共産党の考えかた
について語り合うつどいです。
お問合わせは藤岡市委員会まで。

お知らせ
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　※NHK新潟県知事選出口調査 (16 日）

○柏崎刈羽原発再稼働○新潟県知事選開票結果
　※投票率　53.05％
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　　　「民主主義的な変革は、 労働者、 勤労市民、 農漁民、 中小企業家、 知識人、 女性、 青年、
学生など、 独立、 民主主義、 平和、 生活向上を求めるすべての人びとを結集した統一戦線によっ
て、 実現される。」

綱領
から

日本共産党の 「綱領」 を紹介します

共産 ・ 自由 ・ 社民推薦

自民 ・ 公明推薦

(0274-22-8619)

　「統一戦線」 とは、 様々な立場のひとが団結をすることで作り上げる運動です。 日本共産党は、 もと
より一党だけで社会変革をすすめようとは考えていません。 あくまで国民多数の合意のもとで一致でき
る要求で団結しながら、 いろいろな団体と協力関係を築いていくことが重要だと考えています。 今の野
党共闘は、 まさに日本共産党が考える方法と一致します。


